
公益社団法人日本都市計画学会北海道支部では、都市計画に関する日頃の研究内容や実践活動を広く
発表する機会を設けることを目的とし、支部研究発表会を開催します。

発表いただく内容は研究論文に限ることなく、都市・地域づくりの現場における実用性に寄与する実
務報告や実践報告も含めたものとし、都市計画に関連する分野の方々の情報交換や交流の機会になるこ
とを期待します。

本年度はボトムアップ的に北海道地域全体を魅力的にする方策「マス・ローカリズム（個性・主体性
に基づいた現場からの地域づくり）」を本研究発表会のテーマとして設定します。皆様の奮ってのご参
加をお願い致します。

プ ロ グ ラ ム

公益社団法人日本都市計画学会北海道支部

２０２３年度研究発表会

公益社団法人日本都市計画学会北海道支部 支部長 小篠 隆生

日 時：２０２３年１２月２日（土曜日）

開会1３：００▶終了予定1７：３０

会 場：北海道大学工学部アカデミックラウンジ（工学部Ａ棟２階南側）

北海道札幌市北区北13条西8丁目

開催形式：会場(対面)
但し対面形式での参加が難しい場合はご相談ください

参加費用：研究発表者・一般聴講者ともに無料

主 催 ： 公益社団法人日本都市計画学会北海道支部
後援（予定）：日本建築学会北海道支部、土木学会北海道支部、日本造園学会北海道支部、

北海道都市地域学会、日本計画行政学会北海道支部、日本都市計画家協会北海道支部、
北海道地域観光学会、北海道市長会、北海道町村会、北海道開発局、北海道、札幌市

タイムテーブル（予定）
13：00～13：10 開会式
13：10～14：30 研究発表セッション１
＝休憩10分＝
14：40～16：00 研究発表セッション２
＝休憩10分＝
16：10～17：10 基調講演（第3回都市地域セミナー）

17：10～17：30 表彰式・閉会式
＝片付け・移動30分＝
18：00～20：00 懇親会

（オープンイノベーションハブエンレイソウ）

表彰式（研究発表の表彰）
アブストラクトと口頭発表から総合的に審査
します。「優秀賞」「奨励賞」、該当者がい
る場合は「特別賞」を授与します。最優秀な
ものに「支部長賞」を授与します。

都市計画ＣＰＤ対象ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

本発表会では都市計画CPD
の取得が可能です。

開場１２:４５

＝基調講演＝ （第3回都市地域セミナー）
演題：理想を実現できる道東にする

「マス・ローカリズム」の実践

講師：一般社団法人 ドット道東 代表理事
中西 拓郎 氏

道東エリアを対象に、地域課題解決に係る多様なプ
ロジェクト（人材育成、産業振興、商店街振興、観
光振興、広報戦略、イベント企画、商品開発、デザ
イン、ブランディング等）を手掛ける一般社団法人
ドット道東。プロジェクトごとに持続可能な実践チ
ームを組み、関係人口・活動人口を増やしながら地
域課題の解決を図っていく。そのプロセス・メソッ
ドのご紹介を通じて、これからのまちづくりのあり
方を展望します。

＜2023年度発表会テーマ＞ マス・ローカリズム（個性・主体性に基づいた現場からの地域づくり）

人口減少や少子高齢化など未だかつて都市計画が経験したことがない社会状況に日本全体がおかれる中で、社会課
題の先進地とも言われる北海道では、直面する課題に危機感を抱きながらも地域がもつ魅力に可能性を感じ、各地
で様々な計画やまちづくりが行われています。日本都市計画学会北海道支部では、道内各地で各々が抱える課題に
立ち向かい試行錯誤しながら取り組みを進めるなかで、地域や現場が蓄積した知見・経験・成果を共有し、ボトム
アップ的に北海道地域全体を魅力的にする方策「マス・ローカリズム」を探っています。本年度の支部研究発表会
においては「マス・ローカリズム（個性・主体性に基づいた現場からの地域づくり）」をテーマに掲げて基調講演
（第3回都市地域セミナー）並びに研究発表・総合討論を行って参ります。

＜テーマ＞ マス・ローカリズム（個性・主
体性に基づいた現場からの地域づくり）

ver２３１１０６



①氏名

②所属・役職 □ 学生

③メールアドレス

④電話番号

⑤懇親会 参加 ・ 不参加 （一般 4,000 円、学生 1,000 円 受付時支払い）

【 お問い合わせ・お申し込み先 】
公益社団法人日本都市計画学会北海道支部2023年度研究発表会事務局

伊藤徳彦／竹口祐二／三原夕佳 一般社団法人北海道開発技術センター調査研究部
TEL ： 011-738-3363 E-mail： t-ito@decnet.or.jp（伊藤）

件名を「日本都市計画学会北海道支部2023年度研究発表会（聴講申込）」とし、本文中に、

①氏名、②所属・役職、③メールアドレス、④電話番号、⑤懇親会

を記載のうえ、事務局にメールでお申込みください。以下のフォームにご記入のうえメールに
添付されてもかまいません。

研 究 発 表 申 込 エントリー締切 １１月１３日(月)

地域資源を活かしたまちづくり、都市文化、地方分権、サステイナブル、参加と
組織、都市・地域の再生、都市・地域経営、観光、交通、ランドスケープ、海外都市計画などをはじめ
とする、広く建築、土木、造園及び関連分野の都市計画に関する計画、デザイン、分析、調査、事業等に
ついての研究報告を募集します。応募者には、アブストラクトを提出いただくとともに、公開の場でプレ
ゼンテーション資料を用いた口頭発表を行っていただきます。

■日本都市計画学会北海道支部研究発表会ホームページ http://www.cpij-hokkaido.jp/
■日本都市計画学会北海道支部2023年度研究発表会グーグルドライブ

https://drive.google.com/drive/folders/17wXji6F4TosDNdPF3-vQ2kY8YPOL7zda?usp=drive_link

都市計画に関するあらゆる内容を「一般部
門」として募集するとともに、本年度研究
発表会のテーマ「マス・ローカリズム」に
係るものを「テーマ部門」として募集しま
す。

研究発表会の次第・基調講演・研究発表者とタイトル・アブストラクトなどをまとめた予稿集を作成し、北海道支部ホー
ムページ（http://www.cpij-hokkaido.jp/）に掲載します。

【公益社団法人日本都市計画学会北海道支部2023度研究発表会一般聴講申込フォーム】

https://forms.gle/zi2cfR8sPdjsCctm7

以下のインターネットサイトからお申込ください。

QRコード

方法1

方法2

エントリー方法

募集内容と発表方法

以下のサイトから、2023度研究発表会開催要領をダウンロードのう
え、エントリーシートを研究発表会事務局までメールでお申し込み
ください。

一 般 聴 講 申 込 開催当日迄申込可

【 講師略歴 】 一般社団法人 ドット道東 代表理事 中西 拓郎 氏

1988年、北海道北見市生まれ。防衛省入省後、2012年まで千葉県で過
ごし、Uターン。2015年、『道東をもっと刺激的にするメディア
Magazine 1988』創刊。2017年、一般社団法人オホーツク・テロワール
理事・『HARU』編集長就任。2019年5月、道東地域を繋ぐハブとして、
一般社団法人ドット道東を設立・代表就任。ローカルメディア運営他
、編集・プロデュース・イベント企画など、幅広く道東を繋ぐ仕事を
手がける。

発表者には、開催が近くなりましたら、受付時刻や、発表順・発表時刻などをまとめた発表要領をメールで連絡します。

締切延長しました!!


